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条例が定める自治の４原則

大切にするプロセス

自治基本条例の考え方

市民と市が共に進めるまちづくり

市民と市が信頼関係を育み、それぞれの役割

と責任を果たしながら、共に考え、共につく

り、共に実行することで、市民一人ひとりが幸

せや豊かさ（ウェルビーイング）を実感できるま

ちづくりを進めていくことを基本としています。

条例がめざす「幸せを生きる」

条例は市民一人ひとりが、福知山を誇りに思い

「幸せを生きる」ことを願い市民が自ら考え、行

動し、まちづくりに参画することを大切にしてい

ます。

まちづくり構想ではこの理念を踏まえ「市民一

人ひとりの幸せにつながるまち」をめざします。

条例第１６条とまちづくり構想 「まちづくり構想」の構成

プロセス重視の計画策定

市民と共に「考え」「つくり」「実行す

る」という共創のプロセスを最も大切に

しています。

福知山の将来像を共有する

「市が取り組む内容」と「みんなで取り組

む内容」の双方向から将来像の実現をめ

ざします。

共に考える 共につくる 共に実行する

（１）自治基本条例に基づく、市民と市のまちづくり 「市民が『幸せを生きる』まちをめざして」

条例第１６条では市長が、総合的な市政運営

の指針として基本的なまちづくりの構想を策定

することを定めています。

まちづくり構想では、自治基本条例に定める自

治の４つの原則である「人権尊重」「男女平等」

「情報の共有」「参画と協働」を踏まえ、市民と

市が共に福知山の未来を考え、共に取り組む

まちづくりを進めます。
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計画期間

2027（令和9）〜2031（令和13）年度



（２）これまでの取組
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市民懇談会（全５回）の実施
無作為で選ばれた約１００人の市民が、２０４０年
を見据えて議論。

市民懇談会からの２１の提案

市民懇談会の議論から、行政だけでなく、市民一
人ひとりや地域・団体等が主体的にまちづくりにか
かわることを目的とした「市民から市民への提案」。

２０２０（令和２）～２０２１（令和３）年度

「市民と共に考え、市民と共に作り、市民と共に実行する」
計画として「まちづくり構想 福知山」を策定。

まちづくり構想 福知山
２０４０年に市民生活が置かれているリスクを想定し、市民
が幸せを生きるための将来像を長期ビジョンとし、それを実
現するため市が取り組むまちづくりと市民が取り組むまちづ
くり（２１の提案）を推進する、総合的な市政運営の指針とし
て策定。
【計画期間】
２０２２（令和４）年度から２０２６（令和８）年度まで

２０２２（令和４年）３月

自治基本条例推進委員会での議論

自治基本条例に基づき設置された委員会。２０２２（令和４）
年度からは、「市民懇談会からの２１の提案」の具体化に向け
た検討を実施。

施策レビューの実施
市が取り組むまちづくりに掲げる施策をより着実に進めてい
くため、市役所内部の評価に加え、各施策の取組状況や成果
の達成状況を、外部有識者や市民とともにオープンな場で議
論を実施。

２０２２（令和４）～２０２５（令和７）年度

福知山市２０４０くらしのビジョン
－２０４０年市民会議からの１００の提言－
２０４０年市民会議での議論やオンラインプラット
フォーム「くらしのスケッチ」での意見を集約し、提言と
してまとめたもの。

２０２６（令和８）年３月

福知山市「地域の未来予測」の作成

２０４０年を見据え、本市において将来起こりうる課題を客観的な
データをもとに予測し、市民と共有するために作成。

２０４０年市民会議（全５回）の実施

無作為抽出で選ばれた市民１００人が「地域の未来予測」をもと
に、２０４０年に生じ得る本市の変化、課題を想定し対応するための
方向性について議論を実施。

オンラインプラットフォームによる意見募集

市民会議と連動し、会議に参加しない市民も自由にアイデアやコ
メントを投稿できるオンラインプラットフォーム「くらしのスケッチ」を開
設し、意見を募集。

２０２５（令和７）年度



（３）まちづくり構想の全体像

65歳以上の高齢者人口がピークを迎える約15年後の2040（令和22）年を見据え、「地域

の未来予測」、2040年市民会議の提言から見えてきた暮らしの課題を踏まえながら、福知山

市がめざす将来像を示します。

長期ビジョン（2040（令和22）年の将来像）

将来像の実現に向けて、分野ごとに今後5年間（2027（令和9）〜2031（令和13）年度）に

実施する施策を示します。取組の進捗や成果を把握するため、「成果指標（KPI）」を設定しま

す。

将来像の実現には市の取組だけでなく、市民一人ひとりや地域、多様な法人・団体の主体的な

行動が欠かせません。市民懇談会からの21の提案や自治基本条例推進委員会などで寄せら

れた意見を踏まえ、市民と市が共にまちづくりを進めます。

みんなで取り組むまちづくり
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2040年に向けて見えてきた
暮らしの課題

長期ビジョン

福知山市の

将来像

みんなで取り組むまちづくり



長期ビジョン
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人口減少や少子高齢化の進行などにより、社会環境は大きく変化しています。ここでは、２０４０（令和２２）年に向けて私たちの暮らしに影響を及ぼすと考えられる主な変化を整理し
ます。

人口の変化
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高齢化と生産年齢人口の激減

1971〜1974年生まれの人口ボリュームゾーン（団塊ジュニア世代）がすべて

65歳以上に達する一方、少子化の加速によって「支え手」の数がかつてない

速度で消失。社会の縮小に対応する再設計が急務となります。
約35%
総人口に占める65歳以上の比率（3

人に1人が高齢者）

-1,300万
2020〜40年に減少する生産年齢人

口（現役世代）

①深刻な担い手不足

物流・建設・製造・福祉・医療・地域活動など、様々な分野で担い手不足が進み、事業継

続やサービスの維持が難しくなります。

②医療・介護ニーズの変化

人口減少により医療需要の総量は減少が見込まれる一方、高齢化により医療・介護のニー

ズは多様化します。ビジネスケアラーの増加や医療・介護離職の拡大も懸念されます。

③ ライフスタイルや価値観の多様化

経済的不安や単身世帯の急増を背景に結婚や出産に対する考え方を含め、多様な生き方

や価値観が広がります。

④国際化・国際情勢の変化

外国人住民の増加により、多文化共生の重要性が高まります。また、国際情勢や世界

経済の変化は物価、エネルギー、物流、人材確保などを通じて、市民生活や地域産業

にも影響します。

⑤ＡＩの進展

生成ＡＩの高度化に加えて、ロボット、自動運転、ドローンなどのフィジカルＡＩが進

展し、暮らしや産業の現場で活用が広がっていきます。

2040年に向けて予想される社会の６つの変化

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和５年推計）結果の概要」

⑥公共施設とインフラの老朽化

老朽化への対応や維持管理が課題となり、気候変動への対応も求められる中で、行政

サービスの維持が難しくなるおそれがあります。

急激な人口減少だけではなく、AIの進展などによりこれからの社会は大きく変化していきます。
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２０４０年に向けて見えてきた暮らしの課題 ２０４０年市民会議「１００の提言」より集約

福知山市2040

くらしのビジョン

－１００の提言－

人口減少と社会変容が進む中、地域で実

際に直面するであろう共通の社会課題を6

つの主要分野から提言。

文化 共生

つながりの希薄化：地域や世代を超えた

交流機会の減少

多文化共生の停滞：外国人住民への言語

や教育支援の不足

居場所・参加機会の減少：安心して関わ

れる場や機会の減少

学び

地域で育つ環境の低下：人口減少による

交流や学びの機会の減少

遊び、学べる居場所の不足：こども・若者世代

が、安心して遊び、学べる居場所の不足

生活利便性の低下：商業環境の変化に伴

う買い物環境や身近なサービスの衰退

若年層の市外流出：若者や女性に選ばれ

る地元就職の選択肢不足

地域資源の活用不足：農地や空家など地

域資源が十分に活用されない状況

移動機能の低下：公共交通の縮小や移動

手段の不足

社会基盤の老朽化：公共施設やインフラ

の更新需要の増大

公共サービスの持続性：人口減少により

施設やサービスの維持が難しくなる

安全

継承機会の減少：伝統・文化を受け継ぐ担

い手や機会の減少

地域への愛着の低下：地域とのつながり

や誇りの希薄化

文化活動の縮小：活動の場や文化施設の

維持・活用の困難化

•

•

•

•

•

•

•

•

学びの選択肢の減少：こども・若者世代

の学びの機会や選択肢の減少

•

•

•

•

•

•

•

福祉ニーズの多様化：高齢者・障害のあ

る人・こども等、それぞれの困りごとの多様

化

•

医療・介護の維持不安：将来的な医療・介護

体制の維持と、日々の健康づくりへの不安

•

災害・生活安全リスク：災害や鳥獣被害、

交通安全など、高まる日常の安全リスク

•

２０２５（令和７）年度に「地域の未来予測」を基に将来の課題を検討した「２０４０年市民会議」では、将来の福知山市で起こり得る暮
らしの課題について意見が出されました。市民会議の提言（福知山市２０４０くらしのビジョン－２０４０年市民会議からの１００の提言
－）をもとに、２０４０年に向けて、特に意識すべき課題を６つに整理しました。

文化 共生 学び

仕事 交通・インフラ
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２０４０（令和２２）年に向けてめざす福知山市の将来像
自治基本条例の自治の４原則「人権尊重」「男女平等」「情報の共有」「参画と協働」と２０４０年市民会議の提言から見えてきた暮らしの課題を踏まえ、福知山市がめ
ざす将来像を６つに整理しました。
本構想では、この６つの将来像を政策分野として位置づけ、人口減少社会にあってもまちの活動を維持・向上させるため、市民と市が共に考え、共につくり、共に実
行するまちづくりを進めます。

市民一人ひとりが互いを認め合い、多様な価値観や文化を尊重しながら、地域の担い

手として支え合うことで、誰もが自分らしく暮らし、地域とのつながりや居場所を実感で

きる社会を育みます。

地域産業の持続的発展や、脱炭素の取組の充実を図り、多様な人材が活躍できる

環境を整えることで、地域の活力が循環するまちづくりを進めます。

誰もがこのまちの一員として
尊重し合う共生のまち

福知山の記憶と個性を
未来につなぐまち

こども・若者が育ち、
誰もが学び続けられるまち

暮らしを支える産業と、
賑わいあふれる持続可能なまち

目標指標： 目標指標：

目標指標： 目標指標：

今後設定 今後設定

今後設定 今後設定

福知山の歴史や文化、スポーツ、豊かな地域資源を大切に守り育て、その魅力を市内

外へ発信しながら、市民がまちへの誇りや愛着を持ち暮らし続けられる環境をつくりま

す。

安心してこどもを産み育てることができ、こどもや若者が健やかに成長し、誰もが学び

や挑戦を通じて自らの可能性を広げられる環境を整えます。

9
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道路や河川、上下水道などのまちの基盤を適切に維持するとともに、利用しやすい

公共交通の充実を図り、誰もが快適に移動し暮らせる環境を支えます。

防災・医療・福祉などの取組を充実させ、必要な支援が必要な人に届く仕組みを整

えることで、誰もが安心して暮らし続けられる地域を育みます。

人とまちをつなぐ
暮らしの基盤が整うまち

いのちと暮らしを支え、
安心して暮らせるまち

目標指標： 目標指標：

２０４０（令和２２）年に向けてめざす福知山市の将来像

今後設定 今後設定
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５ ６

2040年市民会議の提言では、福知山市の記憶や個性を未来につなぐ視点から「文化」が最初に置かれています。
本構想では自治基本条例に基づく総合的な市政運営の指針として、政策分野を再整理し、誰もがこのまちの一員として尊重され、
参画できることをまちづくりの土台に据えるため「共生」を最初に位置づけています。
そのうえで、「文化」を２番目に位置づけ、福知山らしさや市民の誇りを未来につなぐ重要な分野として継承しています。



暮らしのまんなかプロジェクト 〜重点課題への対応〜

長期ビジョンで示したとおり、２０４０年には２０２０年と比べて人口が９，７０８人減少すると見込まれています。
人口減少が進む中では、地域活動の担い手不足や地域コミュニティの希薄化などにより、行政サービスだけでなく、地域で支え合う力や人と人とのつながりを維持・強化していくことがこれ
まで以上に重要になります。
また、人口減少の影響は一つの分野にとどまらず、さまざまな課題が複雑に絡み合い、市民生活に大きな影響を及ぼすことが想定されます。２０４０年市民会議の提言から見えてきた暮
らしの課題についても、その多くが人口減少と密接に関わっています。
そこで本構想では、市民生活への影響が大きく、複数の政策分野が連携して取り組む必要があるテーマとして、次の4つを「暮らしのまんなかプロジェクト」に位置づけます。
４つのテーマは、さまざまな分野に関わる課題であり、１つの政策分野や部署だけでは解決することが困難です。
それぞれのテーマに関係する施策を組み合わせ、課題解決のため、部署や分野の枠を越えたプロジェクトとして進めます。

部署や組織の枠を越えて、市役所全体はもとより、市民や事業者など多様な主体と
連携しながら取り組むことで、市民一人ひとりの幸せ（ウェルビーイング）の向上につなげていきます。

人口減少

地域活動の担い手を守り、育てる

現役世代や高校生・大学生など誰もが気軽にかかわれる環境を整え、地域に早

期から人や訪れる人を増やし、それぞれが自分に合った形でつながり、活動を楽

しめるコミュニティを育てます。

防災力を強化する

ハード・ソフト両面から災害に備え、地域、事業者、行政が連携していのち

を守る防災・減災の力を高めます。

地域とともにこども・子育てを応援する

こどもと保護者の双方が、笑顔で自分らしく育っていける環境づくりをまち全体でバ

ックアップします。

地域の見守り・相談・生活支援を充実させる

誰もが、住み慣れた地域で最後まで自分らしく暮らせるよう支え合いの

まちづくりを共創します。

課題 地域活動の担い手不足

課題 子育ての孤立と、仕事や地域活動と自己実現との両立負担の増大

Ⅳ

Ⅱ

Ⅲ

課題

課題

地域防災の担い手不足と気候変動による災害リスクの増大

複合化・複雑化する課題を抱える人への対応

Ⅰ

11



みんなで取り組むまちづくり
FUKUCHIYAMA ROADMAP TOWARDS 2040

12
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まちづくり構想施策体系図
政策分野 施策分野 施策

１ 誰もがこのまちの一員として
尊重し合う共生のまち

１ 市民協働
① 多様な主体が参画する地域づくりの推進

② 持続可能な地域コミュニティの形成

２ 人権尊重
① 互いの人権を尊重し認め合う環境づくりの推進

② 多様な人権課題への相談支援の充実

３ 男女共同参画
① 性別等に関わらない一人ひとりの人権の尊重

② あらゆる分野における男女共同参画と女性活躍の推進

４ 多文化共生 ① 外国人住民と地域社会の相互理解と協働の促進

５ 移住・関係人口
① 福知山市への新たな人の流れの創出

② 地域と多様な人材をつなぐ関係づくりの推進

２ 福知山の記憶と個性を
未来につなぐまち

１ 文化芸術
① 文化芸術に親しみ参加できる機会の充実

② 文化芸術活動の継承と地域活性化の推進

２ 文化財
① 文化財の計画的な保存と継承

② 文化財を活かした地域づくりの推進

３ スポーツ
① 多様な世代が参加できるスポーツ機会と環境の充実

② 特色あるスポーツ資源を通じた交流と地域活性化の推進

３ こども・若者が育ち、
誰もが学び続けられるまち

１ 妊娠・出産・子育て

① 切れ目のない妊娠・出産・子育て相談支援の推進

② 課題を抱えるこどもと家庭の状況に応じた支援の推進

③ 地域をはじめ様々な関係者がともにこどもと子育て家庭を支える環境づくり

２ 保育・幼児教育
① 多様なニーズに対応した保育・幼児教育体制の充実

② こどもの育ちを支える質の高い保育・幼児教育の推進

３ 学校教育
① こども一人ひとりの可能性を伸ばす学びの充実

② 家庭・学校・地域が連携した教育環境づくり

４ 社会教育
① 公民館や図書館などの社会教育施設の多機能化と生涯学習活動の推進

② こどもの放課後活動など居場所づくりの充実

５ 大学・高等学校
① 福知山公立大学の教育研究の充実

② 高校・大学と連携した人材育成と地域課題解決の推進

４ 暮らしを支える産業と、
賑わいあふれる持続可能なまち

１ 商工業
① 地域産業の持続的な発展と競争力強化

② 企業立地と産業基盤の充実

２ 観光
① 福知山城を起点とした観光資源の磨き上げと市内周遊の促進

② 官民連携による誘客・滞在・消費拡大の推進

３ 農業
① 地域農業と農地を守る持続可能な農業の推進

② 地域資源を活かした農村の多面的機能の維持・発揮

４ 林業
① 循環型の森林整備と森林資源の活用促進

② 森林保全と治山による災害に強い地域づくり

５ 脱炭素
① 再生可能エネルギーの活用と省エネルギーの推進

② 市民・事業者・地域と進める脱炭素まちづくりの推進
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５ 人とまちをつなぐ
暮らしの基盤が整うまち

１ 道路
① 道路の計画的な維持管理と、橋りょうの予防保全型維持管理の推進による長寿命化

② 暮らしと地域を支える道路ネットワークの形成

２ 河川
① 由良川流域全体で取り組む河川整備の推進

② 由良川流域全体で取り組む内水対策の推進

３ 上下水道
① 安定した上下水道サービスの提供

② 災害に強い上下水道基盤の整備

４ 公共交通
① 持続可能で利便性の高い公共交通ネットワークの形成

② ICT 技術等を活用した公共交通の利便性・生産性の向上

５ 居住環境基盤
① 地域特性に応じた適正な土地利用

② 公営住宅・公園など誰もが暮らしやすい住環境の整備

６ いのちと暮らしを支え、
安心して暮らせるまち

１ 防災・消防
① 災害に強い地域防災体制の構築

② いのちと暮らしを守る消防・救急体制の充実

２ 健康づくり
① 生涯を通じた健康づくりの推進

② 健康寿命を延ばす地域づくりの推進

３ 医療
① 持続可能な地域医療提供体制の確保

② 地域で安心して暮らし続けるための医療・介護・福祉連携の強化

４ 地域福祉

① 互いに支え合い安心して暮らせる地域共生社会の推進

② 複雑化・複合化する困りごとに対応する包括的な相談支援の充実

③ 地域ぐるみの見守りと生活支援の充実

５ 高齢者福祉
① 高齢者の介護予防・社会参加と生きがいづくりの推進

② 高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせる地域包括ケアの推進

６ 障害者福祉
① 障害のある人の地域生活の支援と自立の促進

② 障害のある人の就労と社会参加の促進

７ 防犯・交通安全
・生活安全

① 犯罪のない安全・安心な地域づくりの推進

② 交通安全思想の普及と人優先の交通安全対策の推進

③ 空家等の適正管理による安全な生活環境の確保

８ 循環型社会
① ごみ発生抑制と資源循環の推進の促進

② 持続可能なごみ処理体制の確保

７ 持続可能な行財政運営を進める
6 つの政策分野を支える持続可能な行
財政サービスの提供を図ります。

１ 行財政改革

① 成果を生み出す仕事の進め方改革

② 持続可能な行財政運営

③ 人を育てる・活かす行政経営

暮らしのまんなか
プロジェクト

Ⅰ 地域活動の担い手を守り、育てる Ⅱ 防災力を強化する

Ⅲ 地域とともにこども・子育てを応援する Ⅳ 地域の見守り・相談・生活支援を充実させる



「やってみたい！」が広がる、楽
しい地域活動を増やそう

●みんなで取り組むこと

「やってみたい」「楽しそう」と

いう気持ちを大切にしながら

無理なく参加できる地域活動

を広げていこう。あわせて、

一人ひとりが、自分らしく力を

発揮できる環境をつくってい

こう。

福知山で働く・挑戦する！

「やってみたい！」を応援する

福知山へ

●みんなで取り組むこと

福知山で暮らす人も、一度

まちを離れた人も、「このま

ちが好き」「また帰ってきた

い」と思えるように。みんな

でまちの魅力を育みなが

ら、働くことやチャレンジに

ワクワクできるまちをつくっ

ていこう。

～自治基本条例推進委員会より～

自治基本条例推進委員会では、２０２２（令和４）年度から２０２５（令和７）年度にかけて、「市民懇談会からの２１の提案」の具体化に向けた検討が
行われてきました。検討の中では、人と人とのつながりの重要性や、孤独・孤立、情報の届きにくさ、担い手不足など、具体化に向けた多様なアイデア
が出されました。
一方で、提案を実現していく上での課題も明らかになりました。特に、担い手や人材の確保、地域ごとの状況の違い、誰が主体となって取り組むの
かという役割分担の不明確さ、議論を実行段階へ移すための体制や仕組みの不足が課題として挙げられました。これまでの議論を踏まえ、２１の提
案を一人ひとりができることから始め、地域の中で少しずつ広げていけるよう５つのテーマに整理しました。

「ちょっとした気遣い」で声をか
け合い優しさの輪を広げよう

●みんなで取り組むこと

一人暮らしのお年寄りや、学

校や子育てなどで悩んでいる

人が一人で寂しい思いをしな

いように、ご近所同士で「最近

どう？」と声をかけ合ったり。

そんな「ちょっとした気遣い」

が広がるやさしいまちにして

いこう。

お気に入りの福知山をみん
なで「シェア」しよう！

●みんなで取り組むこと

お気に入りのお店や景色・

イベント等、福知山の「いい

な」と思うことを家族や友人

に話したり、SNSで発信した

り。身近なところから福知山

の魅力を伝えていこう。

15

＃ちょっとした気遣いで助け合う ＃みんなでまちのファンを増やす

学校以外にも居場所を！

好きや得意でつながるあた

たかな居場所をつくろう

●みんなで取り組むこと

好きなことや得意なことを

きっかけに、みんなが安心

して過ごし、のびのび学んだ

り、悩みを話したりできる場

所をみんなでつくろう。

＃学校外にも安心の居場所を ＃楽しみながら続けられる活動へ
＃ずっと住み続けたい

・戻りたいまち

１ ２ ３ ４ ５
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市民懇談会からの２１の提案

１
生活実感を入り口に、地域のことを「自分ごと」として
考えるきっかけとなる対話の場をつくろう

２
学校だけではない学びの場をつくり、
「生きる力」と「困難に対するしなやかさ」を育もう

３
「子育ての話」を気軽にでき、
先入観や「あるべき論」にとらわれず、一人ひとりの個性を
生かした子育てができる環境をつくろう

４
障害のある人や様々な悩みを抱え孤立しがちな子どもや家族に市民どう
しが互いに関心を持ち、手を差し伸べ、
誰も孤立させない環境をつくろう

５
学び続けたい大人たちが、
互いに学び合い、教え合う環境をつくり、

地域の課題を自ら解決できるコミュニティをつくろう

６
動画やデジタルを活用した「ICT教育」を推進し、
一人ひとりの状況にあわせたきめ細やかな学びを実現させると同時に、
生きる力を集団で学ぶ、成熟した学びをつくっていこう

７
福知山市の自然やコミュニティの中でしか体験できない
思い出をたくさん作ることで「心の豊かさ」を育むとともに
世界に向けて「発信したくなる気持ち」を育てよう

８
子育てを地域全体でサポートすることで
働く人が住みやすいまちをつくろう

９
多様な働き方、働く目的にこたえる

“しごと”と“人”をつなぐ仕組みをつくろう

１０
福知山市に住みたい希望をかなえられる働く場の確保を
大学や企業とも連携しながら、実現していこう

１１
意欲ある起業家や地域を支える経営者の

挑戦と創意工夫を、まちぐるみでサポート、育成していこう

１２
福知山市の魅力、強みを生かして、
儲かる観光業、農林畜産業をめざして盛り上げよう

１３
福知山市の歴史、自然、文化などの魅力を

日本中、そして世界にむけてアピールしていこう

１４
担い手が少なくなってきた時代に対応し、

自治会などの活動を見直し、開かれた運営を行っていこう

１５
「やらなければならない」地域活動から、
「やりたい人がやりたいことをやる」地域活動へ変えていこう

１６
自動車がなくても、買い物や通院に支障なく

生活ができる工夫、仕組みを作ろう

１７
身近な場所に拠点をつくり、

様々なサービスを「行く」から「来る」に転換しよう

１８
医療や介護をできる限り必要とせず、

健康で生き生きと長生きする「健康長寿」をめざそう

１９
一人ひとりが楽しみながら、

様々な場で力を発揮することができる環境をつくろう

２０
一人ひとりに寄り添ったきめ細やかな相談、支援を
できる体制を、地域包括支援センターを中心につくろう

２１
独居高齢者、老々介護、介護離職など、
様々な介護の事情や社会生活環境の変化をふまえ、
担い手の多様化と地域での支え合いの仕組みをつくろう



施策分野
FUKUCHIYAMA ROADMAP TOWARDS 2040
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施策分野シートの見方

政策分野名

施策分野名

成果指標

施策等の成果を
図るための指標
を記載していま
す。（今後設定）

現状と課題

施策分野における
本市における現状
や、2040年を見
据えた課題を記載
しています。

キーワード
施策分野の内容を表す、代表的なワードを記載しています。

SDGｓ 17の目標
施策分野に関連するSDGｓ 17の目標
を表示しています。

施策

現状と課題に対応す
るために取り組む施
策と、主な内容を記載
しています。

関連計画

施策に関連する市
の主な関連計画を
記載しています。

みんなで取り組むこと
施策分野において、市民や事業所、各種団体などが、小さなことから始め地域のなかで
少しずつ広げていける具体的な取組を記載しています。
また、自治基本条例推進委員会での議論を踏まえ整理した5つのテーマを＃（ハッシュ
タグ）で記載しています。 18



施策分野

１ 市民協働

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
自治会活動、地域行事、防災や災害時の避難、見守り、環境美化などは、地

域の暮らしを支える基盤として機能してきました。一方で、ライフスタイルの
変化、人口減少や高齢化などにより、担い手不足が進み、従来通りの形では地
域活動の維持が難しくなってきている地域もあるため、地域づくり組織の取組
を進めています。
今後は、地域ごとの人口構成や住民の意向を踏まえ、地域の実情に合った地

域運営へ転換することが必要です。若い世代、転入者、事業所、学生、関係人
口など、多様な主体が関わりやすい仕組みづくりが求められます。

キーワード 参画・協働 自治会 地域づくり組織 住民自治 地域活動

関連計画 ○福知山市こども・若者計画

施策

施策① 多様な主体が参画する地域づくりの推進

こども・若者、転入者、学生、事業所、関係人口などが地域活動に関
わりやすい仕組みを整え、対話や情報共有、多様な主体のつながり創出
や相談支援などのコーディネート機能を通じて市民主体の地域づくりを
進めます。

施策② 持続可能な地域コミュニティの形成

自治会長、消防団員、民生委員など地域を支える人の負担を軽減する
ため、自治会、地域づくり組織等の運営を支援し、地域に応じた住民自
治による支え合いの仕組みを進めます。

○地域のイベントに参加してみよう。
○ごみ出しや散歩のついでにご近所の方に挨拶してみよう。

１ 誰もがこのまちの一員として尊重し合う共生のまち

＃ちょっとした気遣いで助け合う

＃ずっと住み続けたい・戻りたいまち

みんなで取り組むこと
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地域づくり組織の活動参加人数（人）

出典：まちづく り推進課

＃楽しみながら続けられる活動へ
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地域づくり組織の活動数（団体）
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施策分野

２ 人権尊重

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
人権尊重のまちづくりに向けて、条例等の整備や人権教育・啓発に取り組んで

いますが、人権問題は部落差別、女性、こども、高齢者、障害のある人、外国籍
の人、性的マイノリティなど多様であり、インターネット・ＳＮＳの普及など社
会情勢の変化により人権侵害の形態は複雑化・深刻化しています。
一人ひとりの人権が尊重された自分らしく安心して暮らせるまちをつくるため

には、日常生活の中で人権を自分ごととして考える機会を広げ差別の解消を図る
とともに、困りごとを抱えた人が早期に相談や支援につながる体制の充実が求め
られます。

キーワード 人権擁護 人権侵害 保護・救済 同和問題 マイノリティ

関連計画
○第４次福知山市人権施策推進計画
○第４次福知山市男女共同参画計画（はばたきプラン2021後期計画）
○福知山市教育大綱

施策

施策① 互いの人権を尊重し認め合う環境づくりの推進

性別、年齢、出身、国籍、障害の有無などにかかわりなく、誰も
が尊重し合えるよう、人権講座や啓発により一人ひとりの行動につ
なげる取組を進めます。

施策② 多様な人権課題への相談支援の充実

差別、偏見、インターネット上の人権侵害など複雑化する課題に
対応し、早期相談、関係機関連携、必要な支援につながる体制を整
えます。

１ 誰もがこのまちの一員として尊重し合う共生のまち

みんなで取り組むこと

○日常の会話やSNSで、相手を傷つけるコトバを使っていないか相手の立場に
立って意識してみよう。

○困っている人を見かけたら、相談先を一緒に探してみよう。
○地域の人権講座に参加してみよう。

＃ちょっとした気遣いで助け合う ＃ずっと住み続けたい・戻りたいまち

出典：人権 推進室「令和４年度福知山市人権に関す る意識調査」
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施策分野

３ 男女共同参画

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
男女共同参画社会の実現に向けて、啓発活動や女性活躍支援、ワーク・ライ

フ・バランスの推進等に取り組んでいます。しかし、固定的な性別役割分担意
識は依然として残っており、家庭や地域、職場における役割の偏りや意思決定
の場への女性参画が進まないこと等が課題となっています。
人口減少が進む中、性別にかかわらず誰もが能力を発揮し、安心して暮らし

続けられる社会の実現が求められています。行政、市民、事業者等が連携し、
一人ひとりの多様な生き方を尊重しあう取組を進めていくことが重要です。

キーワード
ジェンダー平等 多様性(ダイバーシティ) アンコンシャスバイアス
女性活躍 性の多様性(LGBTQ+)

関連計画
○第４次福知山市男女共同参画計画（はばたきプラン2021後期計画）
○第４次福知山市人権施策推進計画
○福知山市教育大綱

施策

施策① 性別等に関わらない一人ひとりの人権の尊重

女性に対する暴力の根絶と人権の尊重、男女の身体的性差をふまえた生涯
にわたる健康支援、多様な性への理解促進と支援を推進します。

施策② あらゆる分野における男女共同参画と女性活躍の推進
女性をはじめ多様な人材が地域、職場、意思決定の場で力を発揮できるよ

う、アンコンシャスバイアス解消に向けた啓発やメンター制度の確立に向けた
取組を進めます。

１ 誰もがこのまちの一員として尊重し合う共生のまち

みんなで取り組むこと

○家庭や地域の役割を、思い込みや性別で決めつけずに話し合おう。
○女性や若者も発言しやすい会議や活動にしよう。
○一人ひとりの違いを認め合い、誰もが自分らしく能力を発揮できる地域や職場を
つくろう。

＃ちょっとした気遣いで助け合う ＃ずっと住み続けたい・戻りたいまち＃楽しみながら続けられる活動へ

出典：人権 推進室「福知山市男女共同参画に関す る市民意識調査報告書」
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施策分野

４ 多文化共生

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
外国人住民は、地域産業や日常生活を支える一員として重要な存在となって

います。一方で、言語や文化、生活習慣の違いにより、生活情報、医療、防
災、教育、子育て、地域参加などの面で課題が生じることがあります。
今後も労働力不足や人口構造の変化により、外国人住民を「地域をともにつ

くる主体」として捉え、誰もがこのまちの一員として安心して暮らせるよう、
相互理解を深め、やさしい日本語や多言語による情報提供や相談支援、地域と
のつながりを広げていくことが必要です。

キーワード 多文化共生 外国人住民 参画・協働 地域活動

関連計画 －

施策

施策① 外国人住民と地域社会の相互理解と協働の促進

多言語・やさしい日本語による医療、防災、教育、子育てなどの
生活情報の発信と相談支援を充実し、地域参加につながりやすい環
境を整えるとともに、外国人住民、受入事業所、地域住民の交流機
会を拡大し、文化や生活習慣の違いを互いに理解し合える関係づく
りを進めます。

１ 誰もがこのまちの一員として尊重し合う共生のまち

みんなで取り組むこと

○外国人住民にも、地域行事の情報を伝えてみよう。
○やさしい日本語で話しかけてみよう。

＃ちょっとした気遣いで助け合う ＃ずっと住み続けたい・戻りたいまち
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施策分野

５ 移住・関係人口

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
人口減少が進む中、地域の活力を維持するためには、移住・定住人口の確保

と福知山に継続的に関わる関係人口を増やすことが重要です。
市街地の利便性や中山間地域の自然、また、歴史文化、地域のつながり、豊

富な就労機会など、本市の暮らしの魅力を活かした情報発信や、住まいや仕事
の確保、地域との接点づくり、移住後の定着支援に関する工夫、イベントを通
じた地域住民との交流促進などが必要です。
これらにより、地域課題に関わる移住者、関係人口、事業者、学生、副業人

材などをつなぎ、地域と多様な人材が支え合う関係づくりが求められます。

キーワード 移住 定住 関係人口 空き家情報バンク ふるさと住民登録制度

関連計画 －

施策

施策① 福知山市への新たな人の流れの創出

子育て・イベント・移住者インタビュー等の情報発信、暮らし体感ツ
アー、お試し住宅などを通じて、福知山で暮らす具体的なイメージを持て
る機会を広げ、空き家情報バンクや定住促進住宅を活用し、移住・定住に
つなげます。

施策② 地域と多様な人材をつなぐ関係づくりの推進
本市の自然や歴史、農業や商工業等の様々な魅力を活かした地域産品

の魅力発信を行うとともに、地域づくりに関わる市民等と地域課題に関
わる関係人口をつなぎつつ、国が実施する「ふるさと住民登録制度」等
と連携して継続的に福知山と関わる機会を広げ、地域課題の解決や活性
化につなげます。

１ 誰もがこのまちの一員として尊重し合う共生のまち

みんなで取り組むこと

○福知山の暮らしのよさを友人に話したり、SNSで広めよう。
〇移住者にあいさつ・声かけをしたり地域の活動に誘ってみよう。
○関係人口など多様な主体が、地域活動に参加できる仕組みをつくろう。

＃みんなでまちのファンを増やす
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＃楽しみながら続けられる活動へ
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施策分野

１ 文化芸術

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
文化芸術は、豊かな人間性や創造性を育み、人と人とをつなぐ重要な役割を

担っています。本市では、市民団体による文化活動や発表機会が継続されてい
ますが、参加者の高齢化、活動団体の担い手不足、文化施設の老朽化や利用環
境が課題となっています。そのため、世代や性差、障害の有無に関係なく、多
様なすべての市民が文化芸術に触れ、参加し、表現できる環境を整えることが
必要です。
文化芸術を個人の活動にとどめず、学び、交流、継承、地域活性化につなげ

る視点が求められます。

キーワード 文化活動 芸術活動 施設整備 伝統行事

関連計画
○福知山市文化振興基本方針
○福知山市教育大綱

施策

施策① 文化芸術に親しみ参加できる機会の充実

新文化ホールの整備をはじめとした文化施設の充実、公共空間の活用
や芸術家との交流促進により、こども、若者、子育て世代、高齢者、障
害のある人など、多様な市民が文化事業に参加しやすい環境や条件を整
えることで文化芸術に親しみ鑑賞・体験できる機会を創ります。

施策② 文化芸術活動の継承と地域活性化の推進

伝統行事、食文化、工芸、地域に根ざした文化資源を次世代に多様な
手法を活用して情報発信するとともに、教育機関・観光・産業等との連
携によるコンテンツの創出を行うことで、市民や関係人口の参加を促
し、文化・芸術を通じた交流と地域の活力づくりにつなげます。

２ 福知山の記憶と個性を未来につなぐまち

みんなで取り組むこと

○地域の文化祭や展示、発表会を見に行ってみよう。
○地域の行事や文化を、こどもや若い世代に伝えよう。

＃みんなでまちのファンを増やす ＃楽しみながら続けられる活動へ

出典：文化・スポーツ振興室

12,552

16,679
17,928

16,201

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

R4 R5 R6 R7

文化芸術関連事業への参加者数（人）

24



施策分野

２ 文化財

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
文化財や歴史資源は、地域の記憶と個性を伝える重要な地域資源です。一方

で、文化財の保存・継承には専門的知見、担い手、財源が必要であり、地域に
よって関心や活用状況にも差があります。
人口減少や高齢化が進む中、地域で受け継がれてきた歴史文化を次世代へ伝

える仕組みづくりが必要です。数多くの指定等文化財の活用と指定等による保
存と継承を推進するともに、引き続き学校教育、観光、地域づくりと連携し、
市民が身近に歴史を感じられる文化財の活用が求められます。

キーワード 歴史資源 保存・継承 歴史文化

関連計画
○福知山市文化振興基本方針
○福知山市教育大綱

施策

施策① 文化財の計画的な保存と継承

地域に残る文化財や歴史資料を計画的に保存・活用し、学校教育や地
域学習と連携しながら、市民が郷土への理解と愛着を深める機会をつく
ります。

施策② 文化財を活かした地域づくりの推進

地域に残る文化財や歴史資料の調査・整理を進め、その情報を発信す
るとともに、まち歩き、観光、地域活動と結びつけ、市民が身近に地域
の歴史を感じられる取組を進めます。

２ 福知山の記憶と個性を未来につなぐまち

みんなで取り組むこと

○福知山城や地域の歴史スポットを訪ねてみよう。
○地域に残る文化財や歴史を家族で話題にしてみよう。

＃ずっと住み続けたい・戻りたいまち＃みんなでまちのファンを増やす

出典：文化・スポーツ振興室

国

指定 6件

登録 15件

設定 1件

認定 1件

府

指定 35件

登録 13件

決定 5件

選定 2件

暫定 67件

市
指定 146件

重要 32件

福知山市文化財指定件数 合計２９７件

※府登録の13件のうち、13件市指定、
府暫定の67件のうち、11件市指定、2件市重要と重複

25



施策分野

３ スポーツ

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
スポーツは、健康づくり、生きがい、地域交流を支える身近な活動です。本

市では、福知山マラソンや各種スポーツ団体、三段池公園などの施設が市民参
加や交流を支えています。一方で、少子高齢化により競技人口や団体の担い手
が減少し、施設の維持管理や更新も課題となっています。
今後は、こどもから高齢者まで、年齢や体力に応じてスポーツに親しめる環

境づくりが必要です。スポーツを健康づくりだけでなく、交流人口の拡大や地
域活性化につなげる視点も重要です。

キーワード
健康づくり 生涯スポーツ 生きがいづくり 交流人口
スポーツツーリズム

関連計画
○福知山市スポーツ推進計画
○福知山市教育大綱

施策

施策① 多様な世代が参加できるスポーツ機会と環境の充実

こどもから高齢者まで、年齢や体力、障害の有無に関わらずに参加で
きるスポーツ機会を広げ、健康づくりと連携しながら、新たな陸上競技
場の整備や既存施設の長寿命化など安全で快適な利用環境を整えます。

施策② 特色あるスポーツ資源を通じた交流と地域活性化の推進

三段池公園などの拠点施設をはじめ、福知山マラソンや豊かな自然環
境といった特色あるスポーツ資源を活かし、スポーツイベントやアウト
ドア活動を通じて交流人口と地域活力を高めます。また、子どもたちに
体験機会を提供するため、多種多様なトップアスリートを招聘したイベ
ントを実施するなど競技力向上に向けた取組みを推進します。

２ 福知山の記憶と個性を未来につなぐまち

みんなで取り組むこと

○家族や友人、地域の人と一緒に、無理なく体を動かす機会をつくってみよう。
○福知山マラソンや地域のスポーツイベントを、参加・応援・ボランティアで
支えよう。

＃みんなでまちのファンを増やす ＃楽しみながら続けられる活動へ
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施策分野

１ 妊娠・出産・子育て

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
少子化が進む中、安心してこどもを産み育てられる環境づくりは、まちの将

来に直結する重要課題です。妊娠期から子育て期までの相談支援や経済的支援
に取り組んできましたが、核家族化、地域のつながりの希薄化、家庭環境の多
様化により、不安や孤立を抱える家庭があります。出生数の減少が続く中で、
子育て家庭の状況に応じたきめ細かな支援が求められます。
今後は、保健、福祉、教育、地域が連携し、切れ目のない支援と地域全体で

子育てを進めることが必要です。

キーワード 妊娠 出産 子育て家庭 切れ目ない支援 子育てにやさしいまちづくり

関連計画
○第３期福知山市子ども・子育て支援事業計画
○こども・若者計画

施策
施策① 切れ目のない妊娠・出産・子育て相談支援の推進

妊娠期から子育て期までを見通し、妊産婦や乳幼児の健診、妊産婦からの
相談対応、訪問支援等に早期から取り組み、保護者やこどもに寄り添いなが
ら、安心して出産、育児ができるよう支援を進めていきます。

施策② 課題を抱えるこどもと家庭の状況に応じた支援の推進

経済的な困難、養育の不安、発育・発達における困りごと、複雑な家庭環
境に起因する問題などを早期に把握し、保健・福祉・介護・医療・教育などの
関係者が連携して課題に対応する重層的支援ネットワークにより、それぞれの
こどもや家庭の状況に応じた支援を行っていきます。

３ こども・若者が育ち、誰もが学び続けられるまち

みんなで取り組むこと

○こどもや子育て家庭が参加しやすい地域行事や交流の場を広げ、つながる機会を大切にしよう。
○こどもが安心して過ごせる場を提供しよう。
○子育て世帯へ、あたたかい眼差しを！

＃ちょっとした気遣いで助け合う ＃学校外にも安心の居場所を

施策③ 地域をはじめ様々な関係者がともにこどもと子育て家庭を支える環境づくり

こどもが安心して過ごし、遊び、交流できる場について、市民の声を聴きな
がら環境整備に取り組むとともに、地域で子育て家庭を支える機会を広げるな
ど、地域団体、事業所、市民、行政などが協力して、子育て世代にとって優し
いまちづくりの機運醸成を図り、環境づくりを進めていきます。

＃ずっと住み続けたい・戻りたいまち＃楽しみながら続けられる活動へ
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施策分野

２ 保育・幼児教育

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
共働き世帯の増加や就労形態の多様化により、保育ニーズは多様化していま

す。一方で、保育人材の確保、保育士の負担軽減、こどもの育ちを支える質の
高い保育・幼児教育の維持が課題です。市街地と周辺地域では、人口動向や施
設利用、家庭の支援ニーズにも違いがあります。
今後は、こども一人ひとりの発達や個性を大切にしながら、多様な保育ニー

ズに対応し、家庭、園、地域、関係機関が連携して、安心して子育てできる体
制を整えることが求められます。

キーワード
多様な保育ニーズ 保育園 保育人材の確保
質の高い保育・幼児教育 幼保小連携

関連計画
○第３期福知山市子ども・子育て支援事業計画
○福知山市人権保育基本方針
○福知山市教育大綱

施策

施策① 多様なニーズに対応した保育・幼児教育体制の充実

多様な保育ニーズに対応するため、共働き世帯への支援や未就園児が
幅広く利用できる仕組みの推進など、保護者が安心して働き、子育てで
きる体制を整えていきます。

施策② こどもの育ちを支える質の高い保育・幼児教育の推進

少子化に対応した今後の公立園のあり方を検討する中で、保育士等の
確保・育成、保育士の負担軽減に取り組むほか、幼保小連携を強化し、
発達や学びの連続性を意識した架け橋期カリキュラムの推進を図るな
ど、こども一人ひとりの発達や個性を大切にしながら、きめ細かく質の
高い保育・幼児教育を提供していきます。

３ こども・若者が育ち、誰もが学び続けられるまち

みんなで取り組むこと

○園や地域の行事に協力し、こどもたちの育ちを地域全体で応援しよう。
○こどもや保護者が安心して過ごせるよう、あいさつや見守りを大切にしよう。

＃ちょっとした気遣いで助け合う

＃ずっと住み続けたい・戻りたいまち

＃学校外にも安心の居場所を
出典：こども家庭部
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施策分野

３ 学校教育

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
少子化が進む中、こどもを取り巻く環境は、情報化や家庭環境の多様化、地

域とのつながりの希薄化などにより大きく変化しています。学力の定着に加
え、予測困難な時代を生きるため、自ら考え、行動し、他者と協働しながら課
題を解決する力の育成が求められています。
また、全国的な傾向と同様、不登校となる児童生徒の出現率は増加してお

り、個々のニーズへの対応が求められています。
地域との関わりや体験活動が減少する中、家庭、学校、地域が一層連携し、

社会全体でこどもの学びと育ちを支える環境づくりが必要となっています。

キーワード 情報活用能力 教育環境づくり 多様な教育的ニーズ

関連計画

○福知山市教育大綱
○福知山市立学校教育内容充実推進プランPlus（『響』プラン・Ｆ-Plus）
○福知山市学校施設長寿命化計画
〇第2期福知山市型多様な学びアクションプラン

施策

施策① こども一人ひとりの可能性を伸ばす学びの充実

一人ひとりの個性や可能性を大切にし、主体的に学び、他者と協働し
ながら課題を解決する力を育みます。生成AIをはじめ、ICTを活用する
なかで情報活用能力を高め、自ら考え判断し創造する力を育成するとと
もに、地域の特色を生かした学びや体験活動を通して将来を切り拓く力
を育てます。

施策② 家庭・学校・地域が連携した教育環境づくり

家庭・学校・地域が連携・協働し、学校運営協議会と地域学校協働活
動の一体的な取組を通じて、地域全体でこどもの学びと成長を支える教
育環境づくりを進めます。地域とのつながりを生かした教育活動を充実
させるとともに、多様な教育的ニーズに応じた支援や安心して学べる環
境整備を進めます。

３ こども・若者が育ち、誰もが学び続けられるまち

みんなで取り組むこと

○登下校中のこどもたちにあいさつし、地域で安全を見守ろう。
○地域の仕事や歴史を、こどもたちに伝えてみよう。

＃ちょっとした気遣いで助け合う

＃ずっと住み続けたい・戻りたいまち

＃楽しみながら続けられる活動へ

出典：教育委員会
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施策分野

４ 社会教育

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
人生100年時代を迎え、公民館や図書館などの社会教育施設が、学びや交流

の拠点としての役割を担い、こどもから高齢者まで、いつでも、誰でも、どこ
ででも、学び続けることができる環境づくりを進めています。
一方で、地域活動の担い手不足、学習機会への参加者の固定化が課題となっ

ています。今後は、キャリアアップなど多様化するニーズやこどもの居場所づ
くりに対応するとともに、市民が学びで得た知識・技術・経験をまちづくりに
結びつけていくことが必要です。

キーワード 公民館 図書館 生涯学習 放課後活動 学習支援

関連計画
○福知山市教育大綱
○第４次福知山市子どもの読書活動推進計画

施策

施策① 公民館や図書館などの社会教育施設の多機能化と生涯学習活動の推進

公民館や図書館などの社会教育施設を、市民の学びや交流の場、地域活動、
世代間交流の拠点として、引き続き機能強化を図るとともに、市民の多様な学
習ニーズへの対応やリスキリングに取り組める機会を提供するなど、誰もが生
涯を通じて学ぶことができる環境づくりを充実させます。

施策② こどもの居場所づくりの充実と多様な学びの提供

地域人材の活用を通じて、こどもが安心できる居場所づくりに取り組むとと
もに、こどもが放課後に学び、遊び、交流する場の提供を行うことで、子育て
家庭を支え、社会全体でこどもを育む環境づくりを進めます。また、多様な体
験活動や学びの場の提供を通じて、人間性豊かな人材の育成を図ります。

３ こども・若者が育ち、誰もが学び続けられるまち

みんなで取り組むこと

○公民館や図書館の講座・イベントに参加してみよう。
○自分の得意なことを、地域やこどもたちに伝えてみよう。

＃学校外にも安心の居場所を ＃楽しみながら続けられる活動へ

出典：教育委員会
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施策分野

５ 大学・高等学校

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
高校や大学は、若者の学びと人材育成を担う教育機関であるとともに、地域

課題の解決や産業振興、地域活性化を推進する重要な主体です。本市に立地す
る福知山公立大学は、防災や観光のDX、地域課題の分析など、高度で多様な研
究を通じて自治体や産業界と連携し、まちづくりを支える拠点としての役割を
果たしており、地域、事業者、行政等と連携し、地域振興につなげることが期
待されています。一方で、進学・就職を機に若者が市外へ転出する傾向があ
り、地域との接点の創出や市内で活躍する機会の確保が課題です。
若者が福知山で学び、関わり、挑戦できる環境を広げ、将来の定住や地域を

支える人材の育成につなげる必要があります。

キーワード 福知山公立大学 産学官の共創 若者の挑戦

関連計画
○「知の拠点」整備構想
○公立大学法人福知山公立大学第２期中期目標
○福知山市教育大綱

施策

施策② 高校・大学と連携した人材育成と地域課題解決の推進

高校・大学、事業者、地域、行政等の多様な主体と連携し、探究学習
や地域活動、産学官共創を通じた実践的な学びを推進します。
大学等の知見やデータ利活用を地域課題の解決に結びつけるととも

に、若者の挑戦を後押しする環境づくりと、次代を担う人材育成を一体
的に図ります。

３ こども・若者が育ち、誰もが学び続けられるまち

みんなで取り組むこと

○高校生・大学生の地域活動を受け入れよう。
○若者の挑戦を地域や事業所で応援しよう。

＃ずっと住み続けたい・戻りたいまち＃楽しみながら続けられる活動へ
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施策① 福知山公立大学の教育研究の充実

次世代を担うデジタル人材や地域貢献人材の育成に取り組むととも
に、自治体や産業界と連携した高度な研究を推進することで、福知山公
立大学の充実を図ります。
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施策分野

１ 商工業

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
長田野工業団地をはじめ、市内の中小企業は、北近畿の産業拠点として地域

経済と雇用を支えています。一方で、人口減少による市場縮小、人材不足、事
業承継、生産性向上、デジタル化への対応などの課題が顕在化しています。ま
た、新たな投資ニーズを受け止めるための産業用地が不足しています。
地域産業の競争力を高めるとともに、企業立地や産業基盤の充実、人材確

保、起業・創業支援、DX推進に加え、新たなビジネスモデルや新産業の創出を
促進し、暮らしを支える経済の力を維持・発展させる必要があります。

キーワード 商工振興 工業団地 賑わい創出 雇用創出

関連計画
○長田野工業団地利活用増進計画
○福知山市創業支援事業計画
○導入促進基本計画

施策

施策① 地域産業の持続的な発展と競争力強化

経営基盤強化、AIやデジタル技術の活用による生産性向上・省力化、事業承
継の円滑化、起業・創業支援を進めるとともに、福知山で働き住み続けたいと
思える地域経済と雇用環境をつくることで、地域産業の競争力強化と持続的な
発展につなげます。
商店街の自発的な賑わい創出の取組に対する支援のほか、福知山商工会議所

や福知山市商工会等の実施する商工振興の取組に対する支援を行い、官民連携
で活気ある地域をつくります。

施策② 企業立地と産業基盤の充実

長田野工業団地やアネックス京都三和、福知山IC周辺の立地特性を活
かし、工業団地の機能充実を進めるとともに、高付加価値産業の集積を
促進することで、雇用創出と地域産業の基盤強化につなげます。

４ 暮らしを支える産業と、賑わいあふれる持続可能なまち

みんなで取り組むこと

○地元のお店で買い物や食事をしてみよう。
○福知山で働く人や挑戦する人、お店や企業の魅力を周りに伝えてみよう。

＃ずっと住み続けたい・戻りたいまち＃みんなでまちのファンを増やす
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施策分野

２ 観光

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
福知山城、大江山、地域の食、歴史文化、自然、体験型コンテンツなど、市

内には多様な観光資源があります。一方で、観光消費や滞在時間、市内周遊の
拡大にはなお課題があり、魅力ある資源が地域経済や交流に十分つながってい
ない面もあります。人口減少社会において交流人口を増やすことは、地域の活
力や誇りを高めることにもつながります。
今後は、官民連携で観光資源を磨き上げ、デジタル技術も活用しながら、誘

客、滞在、消費拡大、地域内周遊につなげることが求められます。

キーワード 福知山城 観光消費 観光資源

関連計画 －

施策

施策① 福知山城を起点とした観光資源の磨き上げと市内周遊の促進

福知山城を中心に地域に多数存在する「歴史」・「文化」・「自然」
や「食」等の更なる磨き上げを行うとともに、新たな地域資源の掘り起
こしを行います。
また、福知山を経由し、周辺有名観光地を訪れる多くの観光客をター

ゲットに、福知山への新たな流れをつくり、北近畿一円の観光地と連動
し、「訪れて楽しんでもらう」まちをめざします。

施策② 官民連携による誘客・滞在・消費拡大の推進

福知山観光誘客促進会議参画組織を中心とした事業者や地域と連携
し、宿泊・食・体験・イベント・プロモーションを組み合わせた観光振
興を進め、誘客、滞在時間の延長、観光消費額の拡大につなげます。

４ 暮らしを支える産業と、賑わいあふれる持続可能なまち

みんなで取り組むこと

○福知山城や地域の自然、食、イベントなど、お気に入りの景色やお店をSNS
で発信しよう。

○市外から来た人に、福知山のおすすめの場所や楽しみ方を紹介してみよう。

＃みんなでまちのファンを増やす
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施策分野

３ 農業

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
本市の農業は、由良川流域や中山間地域などの地域特性を生かした農産物の

生産を担うとともに、農地の保全を通じて景観形成や防災、地域コミュニティ
の維持にも寄与しています。一方で、担い手不足や高齢化、耕作放棄地の増
加、生産コストの上昇など課題が深刻化しています。
今後は、新規就農者支援、農地の集積・集約化、高付加価値化に加え、福知

山産農産物が地域内外で選ばれるビジネスモデルへの転換、法人化や組織経営
を推進し、農村の多面的機能を維持し、持続可能で収益性の高い農業をめざし
ます。

キーワード
新規就農者支援 スマート農業 鳥獣被害 法人化
農地の集積・集約化

関連計画
○福知山千年の森づくり基本計画
○福知山市農業振興地域整備計画
○福知山市鳥獣被害防止計画

施策

施策① 地域農業と農地を守る持続可能な農業の推進

担い手の確保、農地の利用集積、農業経営の基盤強化、スマート農
業、新規就農者の伴走支援を進め、収益性の高い農業経営への転換を図
ることで、耕作放棄地の発生を抑えながら持続可能な農業を支えます。

施策② 地域資源を活かした農村の多面的機能の維持・発揮

農産物の高付加価値化、ブランド化、販路拡大、地産地消、農地保
全、鳥獣被害の軽減を進め、食料生産だけでなく、景観、防災、交流な
ど農村が持つ多面的機能を守ります。

４ 暮らしを支える産業と、賑わいあふれる持続可能なまち

みんなで取り組むこと

○地域の農業を手伝おう。 ○地域に入って草刈りに参加しよう。
○みんなで栽培、収穫を手伝おう。 ○みんなで鳥獣対策をしよう。
○出来るところから農作業に参加してみよう。

＃ちょっとした気遣いで助け合う

＃ずっと住み続けたい・戻りたいまち

＃みんなでまちのファンを増やす

＃楽しみながら続けられる活動へ
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施策分野

４ 林業

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
森林は、水源涵養（かんよう）、土砂災害防止、地球環境保全などの公益的

機能と、木材資源としての価値を有しています。一方で、本市の広大な森林を
守り育てていくためには、所有者不明森林の増加や森林境界の不明確化、林業
の担い手不足などの課題に対処していく必要があります。
森林境界明確化や林業のスマート化を進め、循環型の森林経営・森林保全・

地域産木材の利用を図ることにより、森林の有する多面的機能の発揮と持続可
能な地域づくりが求められます。

キーワード 森林整備 地域産木材 治山対策

関連計画
○福知山市森林整備計画 ○福知山市循環型森林ビジョン
○福知山市国土強靱化地域計画 ○福知山市森林経営管理意向調査実施計画

施策

施策① 循環型の森林整備と森林資源の活用促進

木を『伐って、使って、植えて、育てる』というサイクルを適切に回
すため、循環型の森林整備を官民連携のもとで推進するとともに、地域
産木材の利用促進、担い手育成、林業のスマート化に取り組み、森林資
源の循環利用と林業事業体の体制強化を図ります。

施策② 森林保全と治山による災害に強い地域づくり

森林及び林道の適正管理、治山対策を進め、森林所有者の負担にも配
慮しながら災害に強い地域をつくります。

４ 暮らしを支える産業と、賑わいあふれる持続可能なまち

みんなで取り組むこと

○森や里山の大切さを知り、森林保全や里山活動に関心を持ってみよう。
○地域の木材や森林資源を使った取組を応援しよう。

＃ずっと住み続けたい・戻りたいまち＃みんなでまちのファンを増やす
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施策分野

５ 脱炭素

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
気候変動による災害リスクや生活環境への影響が顕在化する中、脱炭素の取

組は地域の持続性に関わる重要課題です。省エネルギーや再生可能エネルギー
の導入を進める必要がありますが、地域環境や景観、防災との調和も求められ
ます。家庭、事業者、行政がそれぞれの立場で温室効果ガス削減に取り組むこ
とが重要です。
今後は、エネルギー使用量や再エネ導入状況を踏まえ、市民や事業者の行動

変容を促しながら、地域ぐるみで脱炭素を進めることが課題です。

キーワード
脱炭素 再生可能エネルギー 省エネルギー 温室効果ガス削減
地産地消

関連計画
○福知山市エネルギー・環境基本計画
○脱炭素先行地域計画提案書

施策

施策① 再生可能エネルギーの活用と省エネルギーの推進

2050年カーボンニュートラル実現に向け、豊かな自然環境を活かした
再生可能エネルギーの導入と地産地消を進めます。あわせて市民・事業
者と協働で省エネルギー化を図り、持続可能なまちづくりをめざしま
す。

施策② 市民・事業者・地域と進める脱炭素まちづくりの推進

国の「脱炭素先行地域」選定を好機とし、地域のモデルとなる先進的
な取組を展開します。そこから得た知見を活かし、市民や事業者の主体
的な行動変容へと繋げ、地域ぐるみの脱炭素まちづくりを推進します。

４ 暮らしを支える産業と、賑わいあふれる持続可能なまち

みんなで取り組むこと

○日々の暮らしの中で省エネを実践しよう。
○身近な再生可能エネルギーを活用しよう。
○地域の環境や防災と調和したエネルギーを導入しよう。
○脱炭素について学び、行動の輪を広げよう。
○環境に配慮した事業活動を進めよう。

＃ずっと住み続けたい・戻りたいまち＃楽しみながら続けられる活動へ
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施策分野

１ 道路

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
道路・橋りょう・トンネル等のインフラは、市民生活、産業活動、観光、災

害時の避難・救援を支える重要な基盤です。北近畿の交通結節点である本市で
は、市街地と周辺地域をつなぐ道路ネットワークの維持が、通勤・通学、物
流、救急搬送、地域間交流に直結しています。一方で、これら施設の老朽化が
進み、限られた財源の中で長寿命化を図ることが課題です。
暮らしを支えるため、安全で持続可能な道路基盤の確保と、災害時にも機能

する道路ネットワークの構築が必要です。

キーワード
道路・橋りょう・トンネル等のインフラ 道路ネットワーク
長寿命化 都市計画道路

関連計画

○福知山市国土強靱化地域計画 ○福知山市橋梁長寿命化修繕計画
○福知山市トンネル長寿命化計画 ○福知山市舗装長寿命化修繕計画
○長田野工業団地利活用増進計画 〇福知山市都市計画マスタープラン
○福知山市子どもの移動経路/通学路交通安全プログラム

施策

施策① 道路の計画的な維持管理と、橋りょうの予防保全型
維持管理の推進による長寿命化

道路や橋りょうなどの定期的な点検と計画的な修繕を推進することで長寿命
化を図るとともに、舗装施設の損傷や老朽化への対応を的確に実施し、安心・
安全で持続可能な道路環境の維持に努めます。

施策② 暮らしと地域を支える道路ネットワークの形成

各計画に基づいた道路の新設・改良事業を推進することで、通勤・通学、物流、観
光、そして災害時の避難などを支える道路ネットワークの形成を図るとともに、歩道
や通学路における危険箇所の安全対策を的確に実施し、暮らしと地域を支える安心・
安全な道路環境の整備に努めます。
あわせて、都市計画道路の未整備区間について、道路ネットワークを強化し、将来

の交通需要やまちづくりを見据えた整備を行います。

５ 人とまちをつなぐ暮らしの基盤が整うまち

みんなで取り組むこと

○道路の破損や危険な場所に気づいたら、地域や市に知らせよう。
○通学路や身近な道を、地域で見守り、安全に使える環境づくりに協力しよう。
○道路回りの草刈りや清掃活動に参加してみよう。

＃ちょっとした気遣いで助け合う
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施策分野

２ 河川

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
由良川流域に位置する本市は、これまでから水害を経験してきたまちであ

り、気候変動に伴う短時間強雨や大雨による水害リスクの高まりが懸念されて
います。河川整備や治水対策は、市民の生命と財産を守る重要な課題であり、
流域全体の安全に直結します。
今後は、従来の河川整備だけでなく、由良川流域において市域を超えた連携

により、流域全体で雨水を受け止める流域治水の考え方が重要です。国、府、
流域自治体及び地域と連携し、水位監視、情報共有、内水対策を含めた総合的
な治水対策を進め、災害に強い地域づくりにつなげる必要があります。

キーワード 由良川流域 河川整備 流域治水

関連計画
○福知山市国土強靱化地域計画
○福知山市都市計画マスタープラン
○立地適正化計画

施策
施策① 由良川流域全体で取り組む河川整備の推進

激甚化・頻発化する水害に備え、国や京都府と連携し、由良川本川における
河道掘削や、支川の河川改修及び浚渫に取り組み、流域全体の流下能力を強化
します。

施策② 由良川流域全体で取り組む内水対策の推進

内水被害の軽減に向け、排水機場・樋門等の施設について適正な操作および
維持管理を徹底するとともに、排水ポンプ車の機動的な配備と迅速な出動態勢
を構築します。
あわせて、開発行為に伴い増加する開発区域から雨水の流出を抑えること

で、河川への急激な水位上昇を抑制し、浸水リスクの低減を促進します。

５ 人とまちをつなぐ暮らしの基盤が整うまち

みんなで取り組むこと

○大雨の前に、水路や側溝の詰まりに気をつけよう。
○川や水辺の草刈りや清掃活動に参加してみよう。

＃ちょっとした気遣いで助け合う ＃楽しみながら続けられる活動へ
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施策分野

３ 上下水道

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
上下水道は、衛生的で安全な暮らしを支える基礎的なインフラです。一方

で、ヒト（担い手不足）・モノ（施設や管路の老朽化）・カネ（人口減少によ
る料金等の減収）という課題は更に深刻化していきます。また、由良川流域に
位置し水害リスクも抱える本市において、災害時の機能確保も課題となってい
ることから、上下水道施設の安定稼働は、市民生活や事業活動の継続に直結す
ることとなります。
今後は、計画的な施設や管路の更新・耐震化、老朽化対策、効率的な経営を

進めるとともに、災害時にも必要な機能を維持できる上下水道基盤を整える必
要があります。

キーワード
上下水道基盤 管路の更新・耐震化 避難所の機能確保
官民連携 広域連携

関連計画

○福知山市国土強靱化地域計画
○福知山市水道事業経営戦略
○福知山市下水道事業経営戦略
○福知山市水道事業ビジョン
○福知山市下水道ビジョン
○福知山市上下水道耐震化計画

施策

施策① 安定した上下水道サービスの提供

老朽化する上下水道施設や管路の計画的な更新と適切な維持管理、官民連携
による効率的な経営を進めるとともに、広域的な連携も視野に入れながら、人
口減少下でも安全な水と衛生的な生活環境を安定的に提供します。

施策② 災害に強い上下水道基盤の整備

災害に強く持続可能な上下水道システムの構築をめざし、計画的な施設や管
路の更新・耐震化による非常時の機能確保を進め、対策が必要な避難所等が災
害時にも機能する上下水道基盤を整えます。

５ 人とまちをつなぐ暮らしの基盤が整うまち

みんなで取り組むこと

○大切な水を無駄にしないため、宅内の水道をこまめに点検し、水もれはすぐに
修理しよう。

○節水や油などを流さないなど、上下水道を大切に使う暮らし方を心がけよう。
○災害時の断水やトイレ対策について、家庭や地域で備えておこう。

＃ちょっとした気遣いで助け合う ＃ずっと住み続けたい・戻りたいまち

出典：下水道課出典：水道課
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施策分野

４ 公共交通

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
鉄道やバスを始めとした公共交通は、通勤・通学、通院、買い物を支える生

活基盤です。一方で、人口減少、利用者減少、運転手不足により、路線やサー
ビスの維持が難しくなっており、学生、高齢者、障害のある人などマイカーを
利用することが困難な場合の移動手段の確保も課題です。
今後は、地域ごとの人口構成、移動需要、利用状況を踏まえ、鉄道、バス、

デマンド交通、福祉的移動支援などの輸送資源を組み合わせる必要がありま
す。誰もが必要な移動を確保できる、持続可能な交通体系の構築が求められま
す。

キーワード 公共交通 MaaS モビリティ

関連計画
○福知山市国土強靱化地域計画
○福知山市地域公共交通計画
○京都丹後鉄道沿線地域公共交通計画

施策

施策① 持続可能で利便性の高い公共交通ネットワークの形成

鉄道をはじめとした都市間・拠点間の移動手段の維持及び利便性向上に向け
た取組を進めます。
少子高齢化、人口減少などの社会環境の変化や、市民の移動ニーズの変化に

対応するため、多様な交通体系の組み合わせによる効率的で利便性を確保した
交通体系の形成をめざします。

５ 人とまちをつなぐ暮らしの基盤が整うまち

みんなで取り組むこと

○通勤・通学・買い物・お出かけでマイカー以外の移動手段も意識して
利用してみよう。

＃ずっと住み続けたい・戻りたいまち

出典：都市・交通課

施策② ICT技術等を活用した公共交通の利便性・生産性の向上

ICTやIoTを活用し公共交通の利便性と生産性の向上を図ります。MaaSによる
シームレスな移動やキャッシュレス決済、スマートチケットなどの利用者の利便性向
上を検討するとともに、事業者の生産性向上として、IoTによる安全管理、ビッグ
データでの移動可視化、AI配車や自動運転など次世代モビリティの導入可能性の
検討を進めます。
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施策分野

５ 居住環境基盤

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
安全で暮らしやすい居住環境を確保するためには、地域特性に応じた適正な土

地利用、公園や公営住宅などの生活基盤の維持が重要です。市街地から中山間地
域まで多様な地域を持つ本市では、人口減少や災害リスクへの対応などにより、
まちの機能を効率的に維持することが課題となっています。また、計画的な土地
利用や災害時の迅速な復旧・復興を支えるためには、地籍調査をはじめとする地
域特性に応じた適正な土地利用・活用が求められています。
今後は、誰もが安心して住み続けられるよう、土地利用や住環境を計画的に整

え、生活サービス機能と居住を誘導区域に集約し、各拠点をネットワークで結ぶ
持続可能なコンパクトなまちづくりを進めるとともに、公園や公営住宅を含む生
活空間の質を高めていく必要があります。

キーワード 土地情報の整備 公園 公営住宅 地籍調査

関連計画

○福知山市国土強靱化地域計画 〇福知山市公営住宅等長寿命化計画
○福知山市建築物耐震改修促進計画 ○福知山市公園施設長寿命化計画
〇第7次国土調査十箇年計画 ○福知山市都市計画マスタープラン
○立地適正化計画

施策
施策① 地域特性に応じた適正な土地利用

市街地と中山間地域それぞれの特性を踏まえ、住宅地の安全性や生活利便性、地
域の居住環境の維持向上を図り、誰もが安心して住み続けられる地域をつくりま
す。
人口分布や災害リスク、地域特性を踏まえた適正な土地利用を進めるとともに、

地籍調査などにより、計画的で安全なまちづくりを支えます

５ 人とまちをつなぐ暮らしの基盤が整うまち

みんなで取り組むこと

○公園や身近な公共空間をきれいに使おう。
○所有する土地の境界や利用状況について関心を持ち、家族で情報を共有
しておこう。

＃ずっと住み続けたい・戻りたいまち＃楽しみながら続けられる活動へ

施策② 公営住宅・公園など誰もが暮らしやすい住環境の整備

公営住宅は、福知山市公営住宅等長寿命化計画に基づき、計画的な建替や改
善を図り、住環境の向上に努めます。
都市公園は、身近な憩いの場から広域的なレクリエーション、防災拠点に至

るまで多面的な役割を担っています。公園の機能が最大限に発揮されるよう、
効率的かつ効果的な管理・運営を推進します。あわせて、市民が安全・安心し
て利用できる環境の維持・向上に努めます。
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施策分野

１ 防災・消防

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
近年、世界規模の気候変動の影響で、災害が激甚化・頻発化する中、由良川の中・下

流部に位置する本市は、由良川の氾濫や内水氾濫による水害、中山間地の土砂災害への
備えに加え、本市周辺に複数存在する活断層に起因する地震への備えも喫緊の課題と
なっています。
そのような中、住民一人ひとりに災害対策基本法第７条第３項に記載されている「住

民等の責務」を果たしていただくため、「自らの命と生活を守る」という「自助」の考
え方を基本とした「事前の減災対策」と「平時からの物資の備蓄」を徹底し、「共助・
公助」と連携した地域の防災・減災力の向上を推進することが必要となっています。
そのため本市には、住民の避難行動を全力で支援する「避難所の環境改善」や「公的

備蓄物資」を計画的に整備する体制の構築と合わせて、大規模災害発生時における「広
域応援の受け入れ体制」の強化が求められています。
また、自然災害以外にも、社会生活の

変化や技術革新に伴う新たな災害リスク
の出現により、消防が行う災害現場対応
は、より「複雑・多様化」しており、
これらの災害に的確に対応することが
できる「消防体制の高度化」と「消防力
の強化」が喫緊の課題となっています。

キーワード
「自助・共助・公助」が一体となった災害対応力の強化
地域の防災・減災対策の推進
消防活動の高度化 広域応援受け入れ体制強化

関連計画

○福知山市国土強靱化地域計画
○福知山市地域防災計画
○福知山市国民保護計画
○福知山市大規模災害対応力強化指針

施策

施策① 災害に強い地域防災体制の構築

水害、土砂災害、地震などへの備えとして、市民一人ひとりへの災害リスク
の周知を進め、地域版防災マップ、個別避難計画に基づく訓練の実施、防災ア
プリの普及促進による情報発信、避難所の環境整備、自主防災組織の育成を行
い、「自助・共助・公助」が連携した実効性のある防災体制を構築します。

６ いのちと暮らしを支え、安心して暮らせるまち

みんなで取り組むこと

○身の回りのハザードリスクや避難所を確認し、必要な物資を備蓄しましょう。
○地域の防災訓練や救急講習に参加してみよう。
○住宅用火災警報器の点検やコンセント周りの清掃など、日常的に火災予防を
実践しよう。

○消防団や自主防災の活動に関心を持ち、地域で支え合おう。

＃ちょっとした気遣いで助け合う ＃楽しみながら続けられる活動へ

施策② いのちと暮らしを守る消防・救急体制の充実

消防活動の高度化を図り、災害発生時の消防本部・消防団の初動対応力の強
化を図るとともに、大規模災害時の情報収集、現場指揮及び広域応援受け入れ
体制を強化します。あわせて火災予防行政の充実、応急手当の普及啓発により
災害の被害抑制、未然防止を図ります。

出典：気象庁
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施策分野

２ 健康づくり

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
本市では、市民一人ひとりが希望や生きがいを持ち、健やかで心豊かに暮ら

せるまちをめざしてきました。特に、高血圧対策や運動習慣づくりなど、生活
習慣病予防を重視した取組を進めています。一方で、人口減少や高齢化が進む
中、健診・検診の受診促進、生活習慣病の重症化予防、フレイル予防、こころ
の健康づくりの重要性はさらに高まっています。地域や職場、関係団体と連携
し、市民が日常生活の中で無理なく健康づくりに取り組める環境を広げていく
必要があります。

キーワード 生活習慣病予防 フレイル予防 健康寿命 こころの健康づくり

関連計画

○第２次福知山市健康増進計画
○福知山市新型インフルエンザ等対策行動計画
○福知山市国民健康保険第３期データヘルス計画及び第４期特定健康診査等
実施計画

施策

施策① 生涯を通じた健康づくりの推進

市民が自分の健康状態を把握し、主体的に健康づくりに取り組めるよう、健診・検
診の受診促進や生活習慣病の予防、重症化予防に取り組みます。また、運動、食生
活、休養、歯と口腔の健康など、日常生活の中で無理なく続けられる健康づくりを推
進します。関係機関や地域、職域と連携し、ライフステージに応じた健康意識の向上
と行動変容を支援します。

６ いのちと暮らしを支え、安心して暮らせるまち

みんなで取り組むこと

・健診や検診を受け、自分の健康を確認しよう。
・家族や近所の人と、散歩や体操を始めよう。

＃ちょっとした気遣いで助け合う ＃ずっと住み続けたい・戻りたいまち

施策② 健康寿命を延ばす地域づくりの推進

高齢になっても住み慣れた地域でいきいきと暮らし続けられるよう、フレイル予
防、介護予防、認知症予防、社会参加の機会づくりを進めます。また、地域での体操
や交流の場、見守り活動などを通じて、人とのつながりの中で健康を支える環境づく
りを推進します。あわせて、こころの健康づくりや相談につながりやすい体制を整
え、心身の両面から市民の健康を支え、健康寿命の延伸をめざします。
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施策分野

３ 医療

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
福知山市民病院は、地域救命救急センター、地域がん診療連携拠点病院など

の指定を受け、京都府北部医療圏の基幹病院として政策医療を提供していま
す。また、大江分院は地域密着型病院として在宅医療を推進し、本院の後方支
援病院や在宅医療を担う人材育成の拠点としての役割を担っています。一方
で、市街地から中山間地域まで多様な地域特性がある中、どこに住んでいても
必要な医療につながる体制が求められます。高齢化に伴う慢性疾患や医療・介
護の複合ニーズの増加、医療人材不足を背景に、かかりつけ医をはじめとする
初期診療機能の維持や、急性期治療後に回復期・慢性期・在宅医療へ円滑に移
行できる受け皿の確保が課題です。

キーワード かかりつけ医 地域医療 医療・介護・福祉の連携

関連計画
○公立病院経営強化プラン
〇第11次福知山市高齢者保健福祉計画（第10期福知山市介護保険事業計画）
（策定中）

施策

施策① 持続可能な地域医療提供体制の確保

新たな地域医療構想を踏まえ、診療所と病院が役割を発揮し、かかりつけ医をはじ
めとする初期診療から救急・専門医療まで必要な医療につながる体制を確保します。
あわせて、急性期治療後の患者が在宅医療等へ円滑に移行できるよう医療、介護、生
活支援が一体となった地域包括ケアシステムの推進を図ります。

６ いのちと暮らしを支え、安心して暮らせるまち

みんなで取り組むこと

○かかりつけ医を持とう。
○自分らしい将来について家族や大切な人と話してみよう。

＃ちょっとした気遣いで助け合う

施策② 地域で安心して暮らし続けるための医療・介護・福祉連携の強化

「地域包括支援センターよりそい窓口」を中心に、各分野の横断的な連携を進めま
す。また「京あんしんネット」を活用した多職種間の情報共有を推進するとともに、
多職種でアドバンス・ケア・プランニングの普及を図り、人生の最期まで本人が望む
形で安心して暮らせる支援体制を構築します。

＃ずっと住み続けたい・戻りたいまち
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施策分野

４ 地域福祉

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
高齢化の進行や家族形態の多様化が進む中、生活困窮、孤立、8050問題、ひ

きこもりなど複合的な困りごとを抱える世帯が増えており、制度ごとの支援だ
けでは対応が難しい課題が増加しています。また、地域のつながりが希薄にな
り、家族や地域での支え合いが難しくなっています。
今後は、多様化・複雑化する生活課題に対し、住民同士が気づき、見守り、

支え合える地域づくりの促進と、地域と関係機関や行政が連携して居場所づく
りや生活支援を進める必要があります。

キーワード 生活困窮 孤立・孤独 支え合い 地域共生社会

関連計画

○第４次福知山市地域福祉計画（重層的支援体制整備事業実施計画）
○第２次福知山市自殺対策計画
○第11次福知山市高齢者保健福祉計画（第10期福知山市介護保険事業
計画）（策定中）
○福知山市障害者計画 ○福知山市国土強靱化地域計画

施策

施策① 互いに支え合い安心して暮らせる地域共生社会の推進
年齢、性別、障害の有無、家族形態などにかかわらず、誰もが地域で安心して暮ら

せるよう、身近な支え合い、居場所づくり、地域活動への参加を広げます。

６ いのちと暮らしを支え、安心して暮らせるまち

みんなで取り組むこと

○近所の人に、日頃から声をかけてみよう。
○地域の活動に参加してみよう。
○悩んでいることを、誰かに相談してみよう。

＃ちょっとした気遣いで助け合う ＃楽しみながら続けられる活動へ

施策② 複雑化・複合化する困りごとに対応する包括的な相談支援の充実

生活困窮、孤立、8050問題、ひきこもりなど複合的な困りごとに対応するため、制
度や分野を越えた包括的な相談体制と関係機関の連携による支援の充実をめざしま
す。

施策③ 地域ぐるみの見守りと生活支援の充実
独居高齢者や障害のある人など、支援が必要な人の見守り、安否確認、買い物や移

動の支援について、地域や関係機関等と連携して進めることで、暮らしの安心を守り
ます。

90

121

174

253

0

100

200

300

R4 R5 R6 R7

複雑化・複合化する課題を抱える人の対応件数（件）

出典：社会福祉課

45



施策分野

５ 高齢者福祉

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
少子高齢化の更なる進行や85歳以上高齢者の増加が見込まれる中、誰もが住み

慣れた地域で自分らしく暮らすためには、健康寿命の延伸や社会参加の促進、認
知症支援、医療・介護連携による良質なサービスの提供が欠かせません。
今後は、これらを一体的に提供する「地域包括ケアシステム」を深化させ、専

門人材の確保やアドバンス・ケア・プランニングの推進、地域の支え合い体制を
強化していくことが重要です。

キーワード
独居高齢者 介護予防 認知症支援 地域包括ケアシステム
地域の支え合い 終活

関連計画

○第11次福知山市高齢者保健福祉計画（第10期福知山市介護保険事業
計画）（策定中）
○福知山市認知症施策推進計画(策定中)

施策

施策① 高齢者の介護予防・社会参加と生きがいづくりの推進

体操教室など通いの場づくりを進め、健康寿命延伸や介護予防を進めるとと
もに、就労や地域でのボランティア活動など高齢者が担い手となる地域を支え
る活動を支援し、高齢者の社会参加や生きがいづくりを進めます。

６ いのちと暮らしを支え、安心して暮らせるまち

みんなで取り組むこと

○高齢者が参加しやすい地域活動をつくろう。
○認知症や介護、人生の最終段階について、身近な人と話してみよう。

＃ちょっとした気遣いで助け合う ＃楽しみながら続けられる活動へ

施策② 高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせる地域包括ケアの推進

医療・介護の連携による在宅療養への対応、認知症の理解促進や支援体制の
充実、専門人材の確保による持続可能な介護サービスの提供体制を整えます。
また、複雑化・複合化する高齢者の課題に対して、包括的な相談支援体制の更
なる充実をめざします。
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施策分野

６ 障害者福祉

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
障害のある人が地域で安心して暮らすことができる社会の実現のために、障害

や障害のある人についての理解促進、地域での自立生活の支援として相談支援体
制の充実や社会参加促進が課題となっています。
特に「親亡き後」の生活支援は大きな課題となっており、生涯にわたる切れ目

のない支援体制の構築が必要です。

キーワード 相談支援の充実 情報保障 親亡き後 就労定着支援

関連計画

○第4次福知山市地域福祉計画
○福知山市障害者計画
○第8期福知山市障害福祉計画
○第4期福知山市障害児福祉計画（策定中）

施策

施策① 障害のある人の地域生活の支援と自立の促進

障害に対する理解促進や多様なコミュニケーション手段による情報保障の推
進など、障害のある人に対する支援の充実をめざします。
また、障害のある人が自分の意志で選択、決定し、自分らしく暮らすことが

できるよう相談支援の充実など、自立に向けた環境を整えるとともに、家族の
高齢化や「親亡き後」も見据え、住み慣れた地域で安心して生活を継続できる
支援体制の構築をめざします。

６ いのちと暮らしを支え、安心して暮らせるまち

みんなで取り組むこと

○困っている人に「お手伝いしましょうか」と声をかけよう。
○誰もが参加しやすい地域活動をしよう。

＃ちょっとした気遣いで助け合う ＃楽しみながら続けられる活動へ

施策② 障害のある人の就労と社会参加の促進

障害のある人が社会で自立して生活するために、就労の支援や就労定着支援
に取り組みます。
また、就労以外でも地域社会の中で役割を持ち、自分らしく地域の一員とし

て安心して暮らせる体制の構築をめざします。
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施策分野

７ 防犯・交通安全・生活安全

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
社会環境の変化や人口減少・高齢化に伴い、市民生活を取り巻く課題は多様化

しています。特殊詐欺や交通事故などの防犯・交通安全上の課題に加え、管理不
全空家や不法投棄、騒音など、生活環境の保全も重要な課題となっています。
誰もが安全・安心で快適に暮らせる地域環境を確保するため、市民、自治会、

事業者、行政、警察等の関係機関が緊密に連携し、犯罪・事故の未然防止や生活
環境の保全・美化を進めていくことが求められます。

キーワード 空家対策 防火・防犯 環境保全 環境美化 交通安全

関連計画
○福知山市再犯防止推進計画 ○第11次福知山市交通安全計画
○福知山市空家等対策計画 ○福知山市一般廃棄物処理基本計画

施策

施策① 犯罪のない安全・安心な地域づくりの推進
防犯カメラ、防犯灯の設置維持、特殊詐欺、消費者トラブル対策を進め、警察や関

係機関と連携して犯罪を未然に防ぎます。

６ いのちと暮らしを支え、安心して暮らせるまち

みんなで取り組むこと

○日頃から近所で声をかけあい、空家になったときに相談できる親族などを把握しておこう。
○家族や親族で「自分の家が空家になったときにどうするか」についてあらかじめ相談しておこう。
○ごみのポイ捨てをなくそう。
○人（歩行者）優先の運転を心がけよう。

＃ちょっとした気遣いで助け合う ＃ずっと住み続けたい・戻りたいまち

施策② 交通安全思想の普及と人優先の交通安全対策の推進
幼児から成人・高齢者に至るまで、ライフステージに応じた段階的かつ体系的な交

通安全教育を推進します。
市民一人ひとりに広く交通安全思想の普及・浸透を図り交通ルールの遵守と交通マ

ナーの実践を習慣づけるため、関係団体と相互に連携し交通安全運動を組織的・継続
的に実施します。
道路管理者、警察等の関係機関と連携し人優先の考えのもと、交通環境の整備・交

通安全対策の更なる推進を図ります。
学校やPTA等の関係機関と連携し、安心安全な通学路等の確保を図ります。

施策③ 安心して暮らせる生活環境の保全
騒音、悪臭、野焼き、不法投棄など身近な生活環境課題への対応や、管理不全の状

態にある空家等の所有者へ適正管理を促すことで、快適な生活環境を守ります。

出典：市民課

出典：京都府警察本部「交通統計」
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施策分野

８ 循環型社会

成果指標 指標名 今後設定予定

現状と課題
人口減少や３Ｒの取組の推進により、本市におけるごみの排出量は減少傾向

にあります。そのようななか、施設の老朽化が課題であり、ごみ処理の適正化
に努め、ごみ処理施設の安定的・効率的な施設整備や運営を行うとともに新た
な資源循環の取組により、循環型社会の実現を進めていく必要があります。

キーワード ごみ処理体制 資源循環 環境パーク

関連計画
○福知山市循環型社会形成推進地域計画
○福知山市一般廃棄物処理基本計画

施策

施策① ごみ発生抑制と資源循環の推進の促進

本市におけるごみの排出量は年々減少し、ごみの資源化率は増加傾向にあり
ます。
これを継続・拡大するため、わかりやすい市民啓発のほかリチウムイオン電

池の分別収集やプラスチック使用製品ごみの再商品化等、新たな資源循環の取
組を進め、資源を地域で有効に活かす循環型の暮らしを広げます。

６ いのちと暮らしを支え、安心して暮らせるまち

みんなで取り組むこと

○ごみの分別や減量、リユース、リサイクルを暮らしの中で続けよう。
○まだ使えるものを譲り合うなど、地域で資源を大切に使う工夫を広げよう。

＃ずっと住み続けたい・戻りたいまち＃楽しみながら続けられる活動へ

施策② 持続可能なごみ処理体制の確保

本市のごみの中間処理を担う環境パークは、基幹的設備改良等により延命化
に努めていますが、稼働から20年を超える施設となっています。
このため、長期的な観点から中間処理・最終処分体制や資源化の最適なあり

方について、調査・検討を進め、将来にわたり安定して運営できる持続可能な
ごみ処理体制を整えます。
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現状と課題

これまでの行財政改革の取組により、制度や仕組みの整備、ＤＸ推進体制の構
築、連携・協働の機会拡大、人材育成制度の見直しなど、行財政改革を進めるた
めの基盤づくりに一定の成果が見られました。
一方で、整備した仕組みを現場の実践に定着させ、業務改善や職員の行動変容

を通じて、市民サービスの向上につなげていくことが課題として残っています。

関連計画 ○福知山市行政改革大綱2027-2031

施策

施策① 成果を生み出す仕事の進め方改革

多様な主体との協働・共創や市民との対話を通じて、多様化、複雑化
する行政課題に的確に対応するとともに、デジタル技術を積極的に活用
し、市民サービスの利便性の向上と業務の効率化を図ります。

施策② 持続可能な行財政運営

施設、事務・事業を見直し、財源の確保を進め、限られた経営資源
を効果的に活用することで、持続可能な行財政運営を行います。

７ 持続可能な行財政運営を進める

これまでの取組から見えた課題 課題認識

マネジメントの実効性の向上
・会議運営や組織マネジメントにおいて、職員の改善実感は十分
ではない。

連携成果の浸透と活用
・多様な主体との連携機会を政策形成や地域課題の解決に結び
つける必要がある。

事業の評価結果を業務改善につ
なげるサイクルの定着

・事業の評価結果を事業改善や予算編成に活かす仕組みの定
着が必要である。

デジタル技術による業務改善
・デジタルツールの導入を、市民サービスの向上や現場における
業務改善の定着につなげる必要がある。

職員の行動変容と能力発揮
・職員一人ひとりの行動変容と能力の発揮できる風土づくりが必
要である。

その他、行政を取り巻く課題
・人口減少・少子高齢化・職員数の減少・人財確保の難しさ・公
共施設の更新問題・社会保障関係経費の増加・物価高騰・人件
費上昇・生成AI等のデジタル技術の進展

施策③ 人を育てる・活かす行政経営

職員の能力発揮、管理職マネジメント、挑戦と学びを支える組織風土
を作り職員一人ひとりが能力を発揮しやすい環境を整備し、組織全体で
課題に対応する力を高めます。

施策分野

１ 行財政改革
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